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lEp-1　　　行事食から見た食生活の楸S旬一正月の行事匍こついてー

　　　　　　○永s脱子″m禎子゛門日損子｡゛堤ぢまるｓ田中初発**

　　　　　　　中島絵**吉中哲子･* (叩冰女子大“冑業判爵汰)

目的:食生活の刻錨敷しを言われているが、一塊姉妁な幽各も蜘＼そこでＥ月の行秦食につ

いて鞠疑行った。そ儲課を20年m賭ちが行った第1回目a979年に珊査資料1)とm.し

2o年澗礦遷を探りかヽヽと考えた。

研究方法:調蝕爛送こよる質闘細迩用い､調査期笥は1809年1月へ2月、調猷博哨傾吻哺

　調劃顛は、ほぼ第１回目の欄査こ準じた。統鮪ま匹を豚て

郎齢碑齢､地動から浙し、回年順査と潮對した。

結果如吻察:有効酪:19〔印肺呻は49.6%であった。餅について哺齢喫帥透示し、鯛映入

物越によ徳琳られい徊限自機く糾合漸晩鵡こり/ても

全匡附こ高い喫鮑郵を示　こよ皿琳られ、加年前と皿^あっ

た扨徊の中嶋綴目隨率は1979年とほとんど変邸毀かった。雑諺恥お狗回題こつ

Vて順齢ま手酌躯被少し、繕擲囃入割帥湖口する隣邸みら抑もおせちセットの

購λt犬況は､20年前と比べ勁恥約６倍の噌り口と、大きく吏ﾋし、価各は均2へ2｡5万円力撮も

多かった。正月料噫乙総費用は、1へ3万円までが最も参功＼'年齢こよる3勤現られた。
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I Ep- 2 正月の食生活における雑煮の動向

　　　　　　　　　　　　○新滓　祥恵　　中村喜代美　　（北陸学院短大）

【目的】正月の食の動向を探るー助として、1978年から1997･8年の約20年間における正月
の女子短大生の食生活実態を検討しているが、本報では雑煮について報告する。

【方法】1978年、1984年、1991年、1997･8年の４調査年に、本学食物栄養科在学生を対象

とした正月3が日間の食生活調査から、雑煮の喫食状況と内容を検討した。有効回収数は

1978年－95、1984年一71、1991年－100、1997･8年－181であるが、この中で雑煮について
回答されていたのは、1978年より順に92、67、86、178であった。
　【結果】①雑煮の喫食状況について、各調査年の正月３が日間には殆どのものが喫食して

おり、元日に対する2日･ 3日の減少率は1997･8年が最も大きかった。正月3が日間の１人

当たり平均喫食数は1978年1.8回、1984年は1.7回、1991年は1.6回、1997･8年は1.5回と徐

々に減少している。②雑煮の汁の仕立は、圧倒的にすまし汁仕立が多く、味噌仕立は1978
年は4名、1984年と1991年は1名、1997. 8年は11名と、どの調査年も極めて少ない。③雑煮

の副材料では、餅のみのものが減り、多種のものが増加しているが、特に従来、副材料の

少ない加賀地区で多種のものの増加がみられた。平均では、1978年は1.7種、1984年は1.5
種、1991年は2.0種、1997･8年は2.4種となっている。④副材料の出現率をみると、1978年

に最も多いのはねぎであるが、近年やや減少傾向がみられた。また、せりは減少傾向であ
るが、みつばは増加しており、1997･8年には最も多い出現率であった。他にゆず、大根、

人参、ごぽうなども増加していた。一方、練り製品も増加しているが、従来出現率の高い

能登地区では減少し、地域差が小さくなっていた。
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